
D
PC

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
用

い
た

臨
床

疫
学

研
究

東
京

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
臨

床
疫

学
・
経

済
学

教
授

康
永

秀
生

平
成

29
年

8月
22

日
(火

)
DP

C北
九

州
セ

ミ
ナ

ー
１

０
：
０

０
－

１
１

：
０

０

わ
が

国
で

は
年

間
延

べ
約

15
00

万
人

が
約

80
00

の
病

院
に

入
院

D
PC

病
院

（
大

学
病

院
を

含
む

大
・
中

規
模

病
院

）
は

10
00

施
設

超
⇒

全
入

院
患

者
の

約
50

%

D
PC

デ
ー

タ
＝

D
PC

病
院

で
記

録
さ

れ
た

診
療

報
酬

請
求

デ
ー

タ
D

PC
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
＝

各
施

設
か

ら
D

PC
デ

ー
タ

調
査

研
究

班
に

直
接

提
供

さ
れ

る
D

PC
デ

ー
タ

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
た

も
の

。

2

D
PC

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

DP
Cデ

ー
タ

の
疫

学
研

究
利

用

D
PC

は
「
包

括
支

払
制

度
」
と

リ
ン

ク
さ

れ
て

お
り

、
各

D
PC

ご
と

に
1日

あ
た

り
包

括
支

払
点

数
が

設
定

。
↓

診
療

報
酬

請
求

用
ツ

ー
ル

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

↓
日

常
臨

床
に

役
立

つ
医

療
統

計
ツ

ー
ル

や
臨

床
疫

学
研

究
に

応
用

で
き

な
い

か
？

4

DP
Cデ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

で
き

る
こ

と

１
．

疾
患

の
疫

学
情

報
の

把
握

２
．

治
療

の
効

果
判

定
３

．
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

質
評

価
４

．
医

療
の

効
率

性
、

費
用

対
効

果
の

評
価

５
．

医
療

資
源

の
供

給
量

や
適

正
配

分
の

評
価

な
ど

を
、

従
来

よ
り

も
高

い
次

元
で

実
施

可
能
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D
P

C
様

式
１

か
ら

得
ら

れ
る

項
目

1
.

病
院

属
性

等
施

設
コ

ー
ド

、
診

療
科

コ
ー

ド
2
.

デ
ー

タ
属

性
等

デ
ー

タ
識

別
番

号
、

性
別

、
年

齢
3
.

入
退

院
情

報
予

定
・
救

急
入

院
、

救
急

車
に

よ
る

搬
送

、
退

院
時

転
帰

、
在

院
日

数
4
.

診
断

情
報

主
傷

病
名

、
入

院
の

契
機

と
な

っ
た

傷
病

名
、

医
療

資
源

を
最

も
投

入
し

た
傷

病
名

、
入

院
時

併
存

症
名

、
入

院
後

発
症

疾
患

名
5
.

手
術

情
報

手
術

術
式

、
麻

酔
6
.

診
療

情
報

身
長

・
体

重
、

喫
煙

指
数

、
入

院
時

・
退

院
時

J
C

S
、

入
院

時
・
退

院
時

A
D

L
 ス

コ
ア

、
が

ん
U

IC
C

 病
期

分
類

・
S
ta

ge
分

類
、

入
院

時
・
退

院
時

m
o
di

fi
e
d 

R
an

ki
n
 S

c
al

e
、

脳
卒

中
の

発
症

時
期

、
H

u
gh

-
J
o
n
e
s 

分
類

、
N

Y
H

A
 心

機
能

分
類

、
狭

心
症

C
C

S
 分

類
、

急
性

心
筋

梗
塞

K
ill

ip
分

類
、

肺
炎

の
重

症
度

、
肝

硬
変

C
h
ild

-
P

u
gh

 分
類

、
急

性
膵

炎
の

重
症

度
、

精
神

保
健

福
祉

法
に

お
け

る
入

院
形

態
・
隔

離
日

数
・
身

体
拘

束
日

数
、

入
院

時
G

A
F
 尺

度
5

Ｅ
Ｆ

フ
ァ

イ
ル

か
ら

得
ら

れ
る

デ
ー

タ

‐薬
剤

・
特

定
保

険
医

療
材

料
の

名
称

・
使

用
日

・
使

用
量

‐検
査

・
処

置
の

実
施

‐医
療

費

な
ど

6

7

D
PC

デ
ー

タ
を

用
い

た
共

同
研

究
の

フ
レ

ー
ム

各
専

門
領

域
Ｄ

Ｐ
Ｃ

研
究

班

研
究

の
ア

イ
デ

ア
デ

ー
タ

抽
出

デ
ー

タ
・
ク

リ
ー

ニ
ン

グ

結
果

の
解

釈 論
文

統
計

解
析

DP
Cデ

ー
タ

ベ
ー

ス
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

研
究

協
力

者
の

先
生

方
の

専
門

分
野

循
環

器
内

科
消

化
器

内
科

呼
吸

器
内

科
腎

臓
・
内

分
泌

内
科

老
年

病
科

肝
・
胆

・
膵

外
科

泌
尿

器
科

麻
酔

科
整

形
外

科
耳

鼻
咽

喉
科

小
児

科
救

急
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン な

ど
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D
PC

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
用

い
た

臨
床

研
究

の
実

例

9

脳
梗

塞
に

対
す

る
ア

ル
ガ

ト
ロ

バ
ン

の
効

果
W
ad

a 
T,
 e
t a

l. 
O
ut
co
m
es
 o
f A

rg
at
ro
ba

n
Tr
ea
tm

en
t i
n 
Pa
tie

nt
s 
w
ith

 A
th
er
ot
hr
om

bo
tic

St
ro
ke
: a

n 
O
bs
er
va
tio

na
l N

at
io
nw

id
e 
St
ud

y 
in
 Ja

pa
n.
 S
tr
ok
e 
20

16
 ;4

7(
2)
:4
71

‐6
.

【
背

景
】

日
本

の
脳

卒
中

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

脳
梗

塞
患

者
に

対
し

、
選

択
的

抗
ト

ロ
ン

ビ
ン

薬
ア

ル
ガ

ト
ロ

バ
ン

の
投

与
を

推
奨

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
が

ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

脳
梗

塞
患

者
の

早
期

予
後

を
改

善
す

る
か

、
DP

Cデ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
用

い
て

検
討

し
た

。

【
方

法
】

期
間

：
20

10
年

7月
1日

か
ら
20

12
年

3月
31

日
対

象
：
発

症
後

1日
以

内
の

ア
テ

ロ
ー

ム
血

栓
性

脳
梗

塞
で

入
院

し
た

患
者

入
院

時
に

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
を

受
け

た
群

入
院

中
に

ア
ル

ガ
ト

ロ
バ

ン
を

受
け

な
か

っ
た

群
↓ 1：

1 
pr
op

en
sit
y 
sc
or
e 
m
at
ch
in
g

主
要

ア
ウ

ト
カ

ム
退

院
時

m
RS

ス
コ

ア
入

院
中

の
出

血
性

合
併

症
の

発
生

率

【
結

果
】

両
群

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

22
89

人
を

抽
出

退
院

時
m
RS

ス
コ

ア
⇒

両
群

間
で

有
意

差
な

し
(オ

ッ
ズ

比
1.
01

; 9
5%

 信
頼

区
間

0.
88

–1
.1
6)

入
院

中
の

出
血

性
合

併
症

発
生

率
⇒

両
群

間
で

有
意

差
な

し
(3
.5
%
 v
s.
 3
.8
%
, P

=0
.5
8)
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【
結

論
】

急
性

期
ア

テ
ロ

ー
ム

血
栓

性
脳

梗
塞

患
者

に
対

し
て

、
ア

ル
ガ

ト
ロ

バ
ン

投
与

は
安

全
に

使
用

で
き

る
が

、
早

期
ア

ウ
ト

カ
ム

の
有

意
な

改
善

効
果

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
W
ad

a 
T,
et

al
. E
ffe

ct
s 
of
 E
da

ra
vo
ne

on
 E
ar
ly
 O
ut
co
m
es
 in

 A
cu
te
 Is
ch
em

ic
 S
tr
ok
e 

Pa
tie

nt
s 
Tr
ea
te
d 
w
ith

 R
ec
om

bi
na

nt
 T
iss

ue
 U
lc
er
 A
ct
iv
at
or
. J
ou

rn
al
 o
f t
he

 
N
eu

ro
lo
gi
ca
l S
ci
en

ce
s
20

14
 ;3

45
(1
‐2
):1

06
‐1
1.

W
ad

a 
T,
 e
t a

l.
O
za
gr
el
 fo

r p
at
ie
nt
s 
w
ith

 n
on

ca
rd
io
em

bo
lic
 is
ch
em

ic
 s
tr
ok
e:
 a
 p
ro
pe

ns
ity

‐
sc
or
e‐
m
at
ch
ed

 a
na

ly
sis

. J
ou

rn
al
 o
f S

tr
ok
e 
an

d 
Ce

re
br
ov
as
cu
la
r D

ise
as
es
 2
01

6;
25

(1
2)
:2
82

8‐
28

37

脳
梗

塞
に

対
す

る
オ

ザ
グ

レ
ル

の
効

果

脳
梗

塞
に

対
す

る
エ

ダ
ラ

ボ
ン

の
効

果

→
非

心
原

性
脳

梗
塞

に
対

す
る

オ
ザ

グ
レ

ル
投

与
と

機
能

的
予

後
(m

RS
)

と
の

間
に

有
意

な
関

連
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

→
脳

梗
塞

に
対

し
て
rt
PA

を
投

与
さ

れ
患

者
群

の
う

ち
、

そ
の

後
エ

ダ
ラ

ボ

ン
を

投
与

さ
れ

た
患

者
群

と
投

与
さ

れ
な

か
っ

た
患

者
群

を
比

較
す

る
と

、
機

能
的

予
後

(m
RS

)は
前

者
の

方
が

わ
ず

か
な

が
ら

有
意

に
改

善
。

Ya
gi
 M

, Y
as
un

ag
a 
H,
 M

at
su
i H

, F
us
hi
m
i K

, F
uj
im

ot
o 
M
, K

oy
am

a 
T,
 F
uj
ita

ni
 J.
 Im

pa
ct
 o
f 

Re
ha

bi
lit
at
io
n 
on

 O
ut
co
m
es
 in

 P
at
ie
nt
s 
w
ith

 Is
ch
em

ic
 S
tr
ok
e:
 A
 N
at
io
nw

id
e 
Re

tr
os
pe

ct
iv
e 

Co
ho

rt
 S
tu
dy
 in

 Ja
pa

n.
 S
tr
ok

e
20

17
;4
8:
74

0‐
74

6.

脳
梗

塞
患

者
に

お
け

る
早

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
開

始
時

期
と

実
施

量
が

ア
ウ

ト
カ

ム
に

及
ぼ

す
影

響

【
対

象
と

方
法

】
20

12
年

4月
ー
20

14
年

3月
に

入
院

し
た

脳
梗

塞
症

例
の

う
ち

，
1)
20

歳
以

上
2)

入
院

前
AD

Lが
自

立
（
m
od

ifi
ed

 R
an

ki
n 
Sc
al
e≦

2）
，

3)
発

症
後

3日
以

内
に

入
院

4)
入

院
中

に
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
，

5)
平

均
年

間
患

者
数

が
10

症
例

以
上

の
病

院
に

入
院

，
を

満
た

し
た

症
例

(n
=1

00
,7
19

)

入
院

後
3日

以
内

の
早

期
リ

ハ
群

(n
=7

4,
22

9)
4日

以
降

の
非

早
期

リ
ハ

群
(n
=2

6,
56

2)

ア
ウ

ト
カ

ム
：
AD

Lの
改

善
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人
工

呼
吸

期
間

の
短

縮
や

IC
U

生
存

率
の

改
善

を
認

め
る

た
め

、
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

の
投

与
を

考
慮

し
て

も
よ

い
（
G

ra
de

 2
C

)

Cr
iti
ca
l C
ar
e 
M
ed

ic
in
e 
20

13

日
本

版
敗

血
症

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

敗
血

症
に

対
す

る
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

Ta
ga
m
iT
, e
t a

l. 
In
tr
av
en

ou
s 
Im

m
un

og
lo
bu

lin
 a
nd

 M
or
ta
lit
y 
in
 P
ne

um
on

ia
 P
at
ie
nt
s w

ith
 

Se
pt
ic
 S
ho

ck
: A

n 
O
bs
er
va
tio

na
l N

at
io
nw

id
e 
St
ud

y.
 C
lin

ic
al
 In

fe
ct
io
us
 D
ise

as
es
 

20
15

;6
1(
3)
:3
85

‐9
2

【
対

象
】
20

10
年

7月
ー
20

13
年

3月
肺

炎
で

人
工

呼
吸

器
管

理
を

必
要

と
す

る
患

者
82

64
名

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
投

与
群

(n
=1

32
4)

お
よ

び
非

投
与

群
(n
 =
 6
94

0)
ア

ウ
ト

カ
ム

：
28

日
以

内
死

亡
率

【
結

果
】

＜
1:
1傾

向
ス

コ
ア

マ
ッ

チ
ン

グ
（
10

45
ペ

ア
）

＞
28

日
死

亡
率

：
投

与
群

36
.7
%
, 非

投
与

群
36

.0
%

リ
ス

ク
差

0.
7%

（
95

%
信

頼
区

間
−3

.5
 to

4.
8）

＜
操

作
変

数
法

＞
リ

ス
ク

差
−3

.1
%
(9
5%

信
頼

区
間

−1
3.
2 
to
 7
.0
)

【
結

論
】

投
与

群
・
非

投
与

群
間

で
28

日
以

内
死

亡
率

に
有

意
差

な
し

重
症

肺
炎

に
伴

う
敗

血
症

に
対

す
る

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン

腹
膜

炎
に

伴
う

敗
血

症
に

対
す

る
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

Ta
ga
m
iT
, e
t a

l. 
In
tr
av
en

ou
s 
im

m
un

og
lo
bu

lin
 u
se
 in

 s
ep

tic
 s
ho

ck
 p
at
ie
nt
s 
af
te
r 

em
er
ge
nc
y 
la
pa

ro
to
m
y.
  J
ou

rn
al
 o
f I
nf
ec
tio

n 
(2
01

5)
 7
1,
 1
58

e1
66

【
対

象
】
20

10
年

7月
ー
20

13
年

3月
下

部
消

化
管

穿
孔

で
開

腹
手

術
を

施
行

し
術

後
人

工
呼

吸
器

管
理

を
必

要
と

し
た

患
者

82
64

名
免

疫
グ

ロ
ブ

リ
ン

投
与

群
(n
=2

08
5)

お
よ

び
非

投
与

群
(n
 =
 2
83

4)
ア

ウ
ト

カ
ム

：
28

日
以

内
死

亡
率

【
結

果
】

＜
1:
1傾

向
ス

コ
ア

マ
ッ

チ
ン

グ
＞

28
日

死
亡

率
：
投

与
群

20
.4
%
, 非

投
与

群
19

.3
%

リ
ス

ク
差

1.
1%

（
95

%
信

頼
区

間
−2

.3
 to

4.
5)

＜
操

作
変

数
法

＞
リ

ス
ク

差
−2

.5
%
(9
5%

信
頼

区
間

−6
.5

to
 1
.6
)

【
結

論
】

投
与

群
・
非

投
与

群
間

で
28

日
以

内
死

亡
率

に
有

意
差

な
し

Ta
ga
m
i T
, e
t a

l.
Re

co
m
bi
na

nt
 h
um

an
 s
ol
ub

le
 th

ro
m
bo

m
od

ul
in
 a
nd

 m
or
ta
lit
y 
in
 s
ev
er
e 

pn
eu

m
on

ia
 p
at
ie
nt
s 
w
ith

 se
ps
is‐
as
so
ci
at
ed

 d
iss

em
in
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肺
炎

に
伴

う
敗

血
症

性
DI
Cに

対
す

る
ト

ロ
ン

モ
ジ

ュ
リ

ン

【
対

象
】
20

10
年

7月
ー
20

13
年

3月
肺

炎
・
敗

血
症

性
DI
C患

者
63

42
名

ト
ロ

ン
ボ

モ
ジ

ュ
リ

ン
投

与
群

(n
=1

28
0)

お
よ

び
非

投
与

群
(n
 =
 5
06

2)
ア

ウ
ト

カ
ム

：
28

日
以

内
死

亡
率

【
結

果
】

＜
1:
1傾

向
ス

コ
ア

マ
ッ

チ
ン

グ
＞

28
日

死
亡

率
：
投

与
群

37
.6
%
, 非

投
与

群
37

.0
%

リ
ス

ク
差

0.
6%

（
95

%
信

頼
区

間
−3

.4
 to

4.
6)

【
結

論
】

投
与

群
・
非

投
与

群
間

で
28

日
以

内
死

亡
率

に
有

意
差

な
し
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準
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血
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解
療

法
お

よ
び

抗
凝

固
療

法
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受
け

た
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12
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名
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者

（
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－
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年
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介
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：
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塞
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に
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に

追
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フ
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置
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実
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す
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と
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亡
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原
性

心
肺

停
止

に
対

す
る
IA
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M
O

【
対

象
】
20

10
年

7月
ー
20

13
年

3月
心

原
性

心
肺

停
止

で
入

院
し
VA

‐E
CM

O
（
体

外
式

膜
型

人
工

肺
）
を

装
着

さ
れ

た
患

者
(n
 =
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65
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の
う

ち
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内
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ル
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ン
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ン
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ン
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併

用
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(n
 =
 6
04

)お
よ

び
非

併
用

群
(n
 =
 1
,0
64

)

ア
ウ

ト
カ

ム
：
28

日
以

内
死

亡
率

、
VA

‐E
CM

O
か

ら
の

離
脱

率

【
結

果
】

＜
1:
1傾

向
ス

コ
ア

マ
ッ

チ
ン

グ
＞

（
５

３
３

ペ
ア

）
28

日
死

亡
率

：
IA
BP

併
用

群
48

.4
%
, 非

併
用

群
58

.2
%
; p

 =
 0
.0
01

 
VA

‐E
CM

O
か

ら
の

離
脱

率
：
IA
BP

併
用

群
82

.6
%
, 非

併
用

群
73

.4
%
; p

 =
 0
.0
04

 

【
結

論
】

VA
‐E
CM

O
に
IA
BP

を
併

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
28

日
死

亡
率

は
有

意
に

低
下

、
VA

‐E
CM

O
離

脱
率

は
有

意
に

向
上

し
た

。
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腹
腔

鏡
下

胃
切

除
vs
. 開

腹
胃

切
除

【
対

象
】
2
0
1
0
年

7
月

ー
2
0
1
0年

1
2
月

S
ta

ge
I-

IIの
胃

が
ん

患
者

9
3
8
8
人

腹
腔

鏡
下

幽
門

側
胃

切
除

(n
=
3
9
3
7
)も

し
く
は

開
腹

幽
門

側
胃

切
除

(n
=
5
4
5
1
)

ア
ウ

ト
カ

ム
：
院

内
死

亡
率

、
術

後
合

併
症

率
、

入
院

日
数

、
総

費
用

、
退

院
後

3
0
日

以
内

の
再

入
院

率

【
結

果
】
＜

1
:1

傾
向

ス
コ

ア
マ

ッ
チ

ン
グ

＞
（
２

４
７

３
ペ

ア
）

腹
腔

鏡
下

開
腹

術
後

入
院

日
数

1
3
日

1
5
日

P
<
0
.0

0
1

総
費

用
$
2
1
,1

5
0

$
2
1
,0

2
4

P
=
0
.0

0
2

院
内

死
亡

率
0
.3

6
%

0
.2

8
%

P
=
0
.8

0
術

後
合

併
症

率
1
2
.9

%
1
2
.6

%
P

=
0
.7

3
3
0
日

以
内

再
入

院
率

3
.2

%
3
.2

%
P

=
0
.9

4

【
結

論
】

腹
腔

鏡
下

胃
切

除
は

統
計

学
的

に
有

意
だ

が
わ

ず
か

な
術

後
入

院
期

間
の

減
少

と
関

連
。

早
期

死
亡

率
や

合
併

症
率

は
、

両
群

間
に

有
意

差
な

し
。

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
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